
町からのお知らせ

軽自動車税が変わりました 地方税法の改正により、平成 28年度
から軽自動車税の税率が変わります。

【問い合わせ】　税務課　軽自動車税係　☎０８９３（４４）６１５３

原動機付自転車、小型特殊自動車、軽二輪、自動二輪
表１の車両については購入や登録の時期にかかわらず、全ての車両の税額
が変更されます。平成28年度分から表の改正後の税率が適用されます。

三輪・四輪の軽自動車

［表１：原動機付自転車などの税率］

変更の対象となる車両は、次の⑴～⑶のとおりです。該当しない車両は表
２の「これまでの税額」が適用されます。自動車検査証（車検証）の「初度検
査年月」をご確認ください。

［表２：三輪以上の軽自動車の税率］

［表３：環境性能が優れた車両の税率］

⑴「初度検査年月」から13年を経過　
　した、電気自動車などを除いた三輪
　以上の軽自動車は、表２の重課税欄
　が適用されます。
※ 28 年度は平成 14 年までに「初度検
　査」を受けた車両が対象となります。
⑵「初度検査」が27年４月１日以降の
　車両は、表２の新標準欄が適用され
　ます。
⑶27年４月１日～ 28年３月31日まで

に新規検査を受けた車両のうち、排
出ガス性能や燃費性能が優れたもの
は、その性能に応じて税率を軽減。
表３の軽課税の欄が適用されます。

※税率の詳細は、全国地方税務協議会
　のホームページをご覧ください。
　www.zenzeikyo.jp/
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《納める方法》
●特別徴収　年金額が年額18万円以上の人は、偶
　数月に支払われる年金から天引きされます。
●普通徴収　年金額が年額18万円未満の人や次の
　①～③などに該当する人は、口座振替や町から送
　付される納付書で金融機関などに納めます。
　①年度途中で65歳になった②他市町村から転入

28年度の介護保険料（65歳以上）をお知らせします
 した③所得区分が変更になった――ときなど
※介護保険法の定めで、特別徴収が優先されま
　す。「特別徴収から普通徴収に変更したい」な
　ど、個人で選択することはできません。
【問い合わせ】
保健福祉課　介護保険係
☎０８９３（４４）６１５４

区分 対　　象 保険料

１
　生活保護を受給している人

32,300円本
人
が
住
民
税
非
課
税

世帯全員が
住民税非課税

・老齢福祉年金を受給している人
・前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の人

２ 前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円を超え120万円以下の人 53,900円
３ 　　　　　　　　〃　　　　　　　　      120万円を超える人 53,900円
４ 世帯に住民税

課税者がいる
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　    80万円以下の人 64,700円

５ 　　　　　　　　〃　　　　　　　　　    80万円を超える人 71,900円
６

本人が住民税課税

前年の合計所得金額が120万円未満の人 86,200円
７ 　　　　〃　　　　　 120万円以上190万円未満の人 93,400円
８ 　　　　〃　　　　　 190万円以上290万円未満の人 107,800円
９ 　　　　〃　　　　　 290万円以上の人 122,200円

■28年度の介護保険料表（年額）
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車　　　　　種 改正前 改正後
（平成28年度から）

原動機付自転車

　排気量50cc以下 1,000円 2,000円
　排気量50cc超え90cc以下 1,200円 2,000円
　排気量90cc超え125cc以下 1,600円 2,400円
　ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊作業車
　農耕作業用 1,600円 2,400円
　その他作業用 4,700円 5,900円

軽二輪 　排気量125cc超え250cc以下 2,400円 3,600円
自動二輪 　排気量250ccを超えるもの 4,000円 6,000円

　　　専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,000円

車　　　　　種

これまでの税額 新標準 重課税

「初検査年月日」
が平成27年３月
31日以前の車両

「初検査年月日」
が平成27年４月
１日以後の車両

「初検査年月日」
から起算して13
年が経過してい
る車両

四輪
（以上）

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

車　　　　　種 軽減率 軽課税

軽乗用車
（自家用）

電気自動車など 75㌫軽減 2,700円
Ｈ 32年度燃費基準＋ 20㌫達成車 50㌫軽減 5,400円
Ｈ 32年度燃費基準達成車 25㌫軽減 8,100円

軽貨物車
（自家用）

電気自動車など 75㌫軽減 1,300円
Ｈ 27年度燃費基準＋ 35㌫達成車 50㌫軽減 2,500円
Ｈ 27年度燃費基準＋ 15㌫達成車 25㌫軽減 3,800円
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　内子町では町産材の利用促進を図るため、町
産材を利用して住宅を新築する人に、主要部材
で使用する町産材１㎥につき２万8,000円（上限
70万円）を補助しています。ぜひご活用ください。
●対象となる住宅
　次の⑴～⑷を満たす住宅
⑴内子町内に在来工法で新築する１戸建て住宅 
　で、延べ床面積が66㎡以上
⑵柱材や梁など主要部材の70㌫以上に町産材
　を利用し、町内の製材所や工務店などを利用
　して建てること
⑶内子町が定める「景観まちづくり条例」、「景
　観形成基準」に適合していること
⑷屋根を日本瓦ぶきにすること
※対象となる日本瓦は、釉薬瓦（陶器瓦）または
　いぶし瓦で、黒色またはいぶし銀色。形状が
　ＪＩＳ規格のＪ型（和形）のもの。

　▷木を使うことは山を守り、水を守り、災害
　　防止や地球温暖化防止などの環境を守るこ
　　とにつながります。
　▷木造住宅を建てるときは、木材搬出業者や
　　製材所、大工などの多くの人が関わります。
　　内子町産材を使うことで、地域の活性化に
　　つながります。
　▷木には自然素材ならではの温かみがありま
　　す。内子町産材は町の気候・風土にもなじ
　　みます。また木材には湿気を調整する機能
　　や、温かさを保つ効果があります。

【問い合わせ】
産業振興課　林業振興係
☎０８９３（４４）２１２３

――内子町産材を使って建てた住宅に「最大70万円」の補助――
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　内子町は地震災害に備えるため、木造住宅の耐震診
断や耐震改修工事費用の補助を行っています。28年度
からは、新たに耐震技術者派遣事業を創設し、耐震診
断の促進を図ります。
　南海トラフ巨大地震は、マグニチュード9.0の大地震
となる可能性があり、多くの建物が倒壊する危険もあ
ります。被害を最小限に抑えるためにも、積極的に補
助制度を活用してください。
《木造住宅耐震診断・耐震改修補助》
●対象となる木造住宅
　次の⑴～⑺に該当する住宅
⑴昭和56年５月31日以前に着工された建物
⑵軸組工法で建てられた建物
⑶平屋または２階建ての住宅（併用住宅も含む）
⑷延べ床面積が500㎡以下の住宅
⑸耐震診断の結果、総合評点が1.0未満で、改修
　後1.0以上となる住宅
⑹リフォーム瑕疵保険に加入するもの

⑺施工業者は内子町内の耐震改修登録業者
※耐震診断のみの場合は⑴～⑷に該当する住宅
●補助の対象　対象住宅の所有者
●補助金の額

補助項目 補助限度額 補助率
耐震診断費  ４万円 ３分の２以内
耐震改修設計費 20万円 ３分の２以内
耐震改修工事 90万円 対象経費全額
監理費  ４万円 ３分の２以内

《木造住宅耐震診断技術者派遣事業》
　内子町から愛媛県建築士会木造住宅耐震診断
技術者派遣名簿に登載している耐震診断技術者
を派遣します。
※自己負担額は3,000円または9,720円です
※詳しくは、お問い合わせください。
【申込・問い合わせ】
建設デザイン課　建築営繕係　
☎０８９３（４４）６１５７

最大118万円の補助で住まいを安全にし、大地震に備える

木造住宅耐震診断・改修補助制度を拡充
耐震診断技術者派遣事業
を新たに追加NEW

内子町産材の利用促進で山を元気に

木の家は「いいこと」たくさん――

　27年11月に木造２階建ての二世帯住宅を建て
ました。内子町内の工務店で建てたのですが、地
元大工の丁寧な仕事や、良質な内子産材をふん
だんに使うことに驚きました。予算などの問題も
ありましたが、親身になって相談に乗ってもらい、
いい家を建てることができました。困ったことが
あれば、すぐに対応してもらえるのもいいです。
　木造でも機密性が高く、冬は暖かいです。今
年はストーブなしで快適に過ごせたし、太陽光
パネルを設置したので電気代はかなり減りまし
た。息子たちとは生活の時間帯が少し違うので、
玄関は別にしています。互いに気を使わない、
いい距離感の生活ができています。もうすぐ孫
ができるので、家族の声が響いて、にぎやかに
なることが楽しみです。
　助成金や省エネなど、メリットは多いです。
住み心地や維持管理のことを考えると、木造住
宅にして良かったと実感しています。

1_藤田家の皆さん。
（右から）守さん、秋田
犬の「くう」、博

ひ ろ こ

子さ
ん、徹

とおる

さん、彩
あやか

華さん
2_家の外観。木材がふ
んだんに使われている

藤田　守
まもる

さん＝東沖＝省エネで快適な木造住宅

利用者の声interview

１

２
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申
込
方
法　

産
業
振
興
課
に
あ
る

　

申
請
用
紙
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、

　

同
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

28
年
度
の
申
請
は
１
回

　

と
し
、
27
年
度
に
補
助
を
受
け
た

　

人（
同
一
世
帯
者
を
含
む
）は
、
補

　

助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

産
業
振
興
課　

林
業
振
興
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　

内
子
町
で
は
、
野
生
動
物
か
ら
農

作
物
を
守
る
防
止
柵
の
設
置
に
対
し

て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
　
町
内
に
農
地
な
ど
を
所

　

有
し
、
防
止
柵
を
設
置
す
る
人

●
対
象
経
費　

防
止
柵
の
資
材（
電

　

気
牧
柵
、溶
接
金
網
、ネ
ッ
ト
な
ど
、

　

農
地
な
ど
へ
侵
入
を
防
ぐ
も
の
）に

　

対
す
る
費
用

※
有
刺
鉄
線
は
除
く

●
補
助
率　

防
止
柵
設
置
に
掛
か
る

　

資
材
費
の
２
分
の
１
以
内

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
動
物
か
ら

農
作
物
を
守
ろ
う

※
補
助
金
の
限
度
額
は
75
万
円
で
す
。

●
申
込
方
法　

補
助
金
交
付
申
請
書

　
（
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま

　

す
。早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

担
い
手
育
成
係（
内
子
分
庁
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

　

農
家
を
支
援
し
、
農
業
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
、
農
林
業
施
設
整
備

事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
事
業　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や

　

果
樹
棚
な
ど
の
農
林
業
施
設
を
新

　

設
・
増
設
す
る
際
に
掛
か
る
資
材

　

費
●
対
象
事
業
費
の
範
囲　

１
施
設
に

　

つ
き
、
10
万
円
以
上
１
５
０
万
円

　

以
内
の
資
材
費

●
補
助
率
　
対
象
事
業
費
の
２
分
の

　

１
以
内

農
林
業
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

Ｑ：会社を退職しました。国民年金はどんな手
　続きが必要ですか。
Ａ：会社で厚生年金保険に加入している人は国
　民年金「第２号被保険者」といいます。会社を
　退職して自営業者などになる場合は「第１号
　被保険者」になりますので、その手続きが必
　要です。また医療保険を国民健康保険などに
　切り替える必要がある場合もあります。住所
　地の市町村で手続きをしてください。

～国民年金加入編③～

【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

Ｑ：配偶者が扶養に入っていたのですが、他に
　手続きが必要ですか。
Ａ：厚生年金保険の加入者に扶養されていた配
　偶者は、国民年金「第３号被保険者」の資格
　がなくなりますので、国民年金「第１号被保
　険者」になる手続きが必要です。併せて手続
　きをしてください。　
※「第１号被保険者」は、毎月の保険料を納め
　る必要があります。保険料を納めることが難
　しいときは、保険料免除や納付猶予制度など
　がありますので、ご相談ください。《扶養に入る場合があります》

退職後、配偶者が加入する健康保険の扶養
に入る条件を満たす場合は、国民年金「第
３号被保険者」になる手続きをします。医
療保険は、被扶養者になる手続きが必要で
す。詳しくは配偶者が勤務する事業所の担
当者にお問い合わせください。



　内子町では不燃ごみとして出すことができない家
庭からの粗大ごみを、３カ月に１回（年４回）収集し
ます。なお粗大ごみの処理には多額の費用がかかる
ため、品目ごとに定めた処理料金を徴収します。あ
らかじめご了承ください。
●収集の申込方法
⑴申込書で申し込む場合

　裏面の「粗大ごみ収集申込票」に必要事項を記入
　し、環境政策室・内子分庁・小田支所のいずれか
　に提出してください。
⑵電話で申し込む場合

　平日の午前９時～午後５時の間に環境政策室へ電
　話でお申し込みください。
●収集日
１回目：６月下旬　（申込期限は５月31日）
２回目：９月下旬　（　　〃　　８月31日）
３回目：12月中旬　（　　〃　　11月30日）
４回目：29年３月上旬（　〃　　２月17日）
※収集日は土・日曜日の予定です。
※申込状況などにより収集日時や場所が変わる場合
　があります。

●粗大ごみの出し方
　申込者に収集日時をお知らせしますので、指定さ
　れた日時に収集場所へ持ち込んでください。その
　場で職員が確認し、料金を徴収します。
●注意事項

▽収集場所への持ち込みが困難な場合は、相談して
　ください。

▽家電リサイクル法対象の４品目（テレビ、冷蔵庫、洗
　濯機・衣類乾燥機、エアコン）は、できるだけ小売店
　に引き取ってもらってください。パソコンの引き
　取りも、メーカーや小売店に相談してください。
●収集できない粗大ごみ
⑴有害な物、危険な物、悪臭を発する物
　…農薬類・バッテリー・火薬類・ガスボンベ類・
　ドラム缶など
⑵事業活動で生じる廃棄物（産業・医療）など
　…農業用ビニール・建設廃棄物・タイヤ・自動車・
　農機具類（耕運機・脱穀機・もみすり機・トラクター
　など）
※これらの処理は、販売店や専門業者にお問い合わ
　せください。

環境政策室
からの
お知らせ

粗大ごみの有料収集を行います

①五十崎自治センター管内

黒内坊集会所前

五十崎龍王自治会館前

宇都宮神社下

こばと保育園駐車場

山王橋（五十崎側バス停）

平岡自治会館前

くるみ保育園駐車場

役場本庁駐車場

町民体育館前駐車場

下宿間平野製材所横

御祓自治会館前

②内子自治センター管内

廿日市自治会館前

内子分庁第２駐車場

■粗大ごみの収集場所

切
り
取
り
線
（
裏
面
・
申
込
書
）

畑中自治会館前

第五自治会館前

うちこ福祉館駐車場

③内子東自治センター管内

長田第１不燃物置場
立川自治会館グランド

下立山集会所横不燃物置場

うちこ福祉館駐車場

論田自治会館グランド

河内自治会館グランド

石畳７区不燃物置場
④大瀬自治センター

元農協ガソリンスタンド

川登自治会館グランド

程内小学校横不燃物置場

池田自治会館前

農協柿選果場前

村前ふれあいセンターグランド

⑤小田自治センター

上川自治会館広場

中川自治会館広場

本川自治会館西駐車場

平野自治会館広場

小田自治会館前駐車場

南山自治会館広場

花の木公園

立石自治会館広場

吉野川自治会館広場

森の里研修センター広場

上田渡自治会館広場

臼杵自治会館広場

【申込・問い合わせ】　環境政策室　☎０８９３（４４）６１５９
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品　名 料金
（円） 個数

特
定
家
庭
用
機
器 

テレビ（15型以下） 2,000

テレビ（16型以上） 3,000

冷蔵庫（170ℓ以下） 4,000

冷蔵庫（171ℓ以上） 5,000

洗濯機 3,000

エアコン 3,000

衣類乾燥機 3,000

家
電
製
品

食器乾燥機 500

照明器具 500

オーブン・電子レンジ 1,000

ビデオデッキ
ＤＶＤプレーヤー 500

冷
暖
房
機

加（除）湿器類 500

ストーブ 500

扇風機 500

こたつ 500

ファンヒーター 500

家
具
類

タンス 1,000

食器棚 1,000

本棚 1,000

机 1,000

イス 500

サイドボード 500

テレビ台・ラック 500

ソファー 1,000

品　名 料金
（円） 個数

オ
ー

デ
ィ
オ
機
器
類

アンプ・チューナー 500

カセットデッキ 500

ステレオ（ミニ） 1,000

ステレオ（ミニ以外） 2,000

スピーカー 500

プレーヤー 500

趣
味
・
娯
楽
用
品

あんま機 2,000

オルガン 2,000

ピアノ（ｸ ﾗ゙ﾝﾄ ﾋ゙ ｱ゚ﾉを除く） 3,000

カラオケセット 1,000

健康器具 500

ゴルフクラブ（３本まで） 500

ゴルフバッグ 500

自転車 1,000

スキーセット 500

ミシン 1,000

ポータブルミシン 500

オートバイ（50cc） 3,000

寝
具
類

布団（５枚まで） 500

マットレス 500

スプリングマットレス 1,000

ベット（マットレス除く）1,000

カーペット類 500

建
具
類

アコーディオンカーテン 500

畳（１畳） 500

ブラインド 500

品　名 料金
（円） 個数

Ｏ
Ａ
機
器

ノートパソコン 500

デスクトップパソコン 1,000

プリンター 500

ワープロ（箱型） 1,000

子
ど
も
用
品

遊具 500

三輪車 500

ベビーカー
チャイルドシート 500

すべり台（屋内用） 500

すべり台（屋外用） 1,000

ぶらんこ（屋内用） 500

ぶらんこ（屋外用） 1,000

そ
の
他

水槽 500

物干し台 500

アンテナ 500

一輪車 500

ガス湯沸かし器 500

ガスレンジ 500

はしご・脚立 500

草刈り機 500

編み物機 500

トタン（５枚まで） 500

ボックス類 500

粗大ごみ収集申込票

申
込
者

住所 内子町　　　　　　　　　　　　　　行政区（　　　　　　） 持ち込み
予定場所

氏名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印 収集
希望月

電話番号

合　　計 　　　個　 円　

◎収集を希望する品目の欄に個数を記入し、合計欄に総数と金額を記入してください。
◎品目のないものは、その他の欄へ記入してください。金額は日程表を送付する際にお知らせします。
◎「内子クリーンセンター」へ持ち込めば処理できるものもあります（料金：100㌔まで300円、以後500㌔まで100㌔増す
　ごとに300円を加算）ので、お問い合わせください。

このページを切り取って、提出してください。

申込日：平成　　年　　月　　日

※持ち込み予定場所・収集希望月は、裏面を
　ご覧ください。

切
り
取
り
線
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歌
、
踊
り
、
和
楽
器
演
奏
な
ど
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
15
日（
日
）

　
　
　
　

正
午
開
演

●
場
所　

内
子
座

●
入
場
料　

無
料

●
主
催　

内
子
町
文
化
協
会
内
子
支
部

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
０
７
３

《
健
康
講
座
（
調
理
実
習
と
講
話
）》

●
テ
ー
マ　
「
今
年
度
の
検
診
に
つ

　

い
て
」／「
健
診
結
果
を
出
す
食
事
」

●
日
時　

５
月
17
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
定
員　

15
人（
申
込
順
）

●
参
加
費　

１
人　

３
０
０
円

●
持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

６
月
６
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　

午
後
５
時

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
神
南
荘

〒
７
９
５
―
０
３
０
１

内
子
町
五
十
崎
甲
８
８
１
番
地

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
１
９
０
１

●
募
集
内
容

　

愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者（
上
級
）

●
一
次
試
験　

▽
期
日　

６
月
26
日（
日
）

▽
場
所　

松
山
、
東
京
、
大
阪
の
い

　

ず
れ
か
で
受
験
可
能

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

　

し
く
は
愛
媛
県
職
員
採
用
情
報
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

試
験
案
内
は
５
月
13
日（
金
）か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

w
w

w
.pref.ehim

e.jp/em
ploym

ent/

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
８
２
６

　

　

り
ま
す
。

　

w
w

w
.tow

n.uchiko.ehim
e.jp

●
申
込
期
限　

５
月
31
日（
火
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場　

町
並
・
地
域
振
興
課

〒
７
９
１
―
３
３
９
２

内
子
町
内
子
１
５
１
５
番
地

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

●
募
集
人
数　

介
護
職
員　

１
人

●
必
要
資
格　

普
通
自
動
車
免
許

●
採
用
時
期　

随
時

●
勤
務
条
件
な
ど

▽
給
与　

14
万
７
９
０
０
円
～

※
介
護
福
祉
士
の
資
格
が
あ
る
人
は

　

15
万
１
５
０
０
円
～

※
３
カ
月
の
任
用
期
間
あ
り
。
期
間

　

中
は
、
日
額
６
４
０
０
円
～

※
前
歴
を
換
算
し
て
決
定

▽
休
暇　

有
給
、
特
別
休
暇
あ
り

▽
手
当
な
ど　

期
末
手
当
、通
勤
・

扶
養
・
住
居
な
ど
の
各
種
手
当

▽
そ
の
他　

土
・
日
・
祝
日
、
夜
勤
・

　

早
出
・
遅
出
の
勤
務
あ
り

●
選
考
方
法　

面
接

●
申
込
方
法　

履
歴
書（
市
販
）、
運

　

転
免
許
証
の
写
し
を
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

●
申
込
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
～

●
募
集
人
数　

若
干
名

●
採
用
時
期　

６
月
１
日（
水
）
～

●
応
募
資
格　

内
子
町
内
に
住
む
人

　

で
、
朝
食
の
支
度
が
で
き
る
人

●
業
務
内
容　

施
設
管
理
、
喫
茶
・

　

宿
泊
業
務（
朝
食
の
支
度
）

●
勤
務
条
件
な
ど

▽
勤
務
時
間（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分（
朝

　

食
が
あ
る
場
合
は
午
前
６
時
30
分

　

～
／
半
日
交
替
制
）　

▽
時
給　

７
４
０
円

※
朝
食
準
備
の
時
間
は
８
６
０
円

▽
勤
務
日　

月
８
回
程
度

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
を
町

　

並
・
地
域
振
興
課
に
提
出
。

※
申
込
書
は
町
並
・
地
域
振
興
課
ま

　

た
は
内
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

集

募

愛
媛
県
職
員
を
募
集
し
ま
す

「
文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ
高
橋
邸
」

風
雅
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

神
南
荘
の
嘱
託
職
員
の
募
集

し

催芸
能
発
表
会
の
ご
案
内

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

高橋邸の内観
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●
内
容

▽
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

　

ト
表
彰
式

▽
基
調
講
演　

渥
美
由な

お
き喜

さ
ん（
㈱

　

東
レ
研
究
部
長
他
）

▽
鼎て

い
だ
ん談「

男
性
の
働
き
方
改
革
！　

　

～
男
女
が
と
も
に
輝
く
た
め
に
～
」

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
男
女
参
画
・
県
民
協
働
課

男
女
参
画
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
３
２

ＦＡＸ
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
４
４

　

danjokyodo@
pref.ehim

e.jp

⑵
刈
草
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
提

　

供
し
ま
す
。

⑶
先
着
順
に
、
刈
草
が
な
く
な
り
次

　

第
終
了
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

大
洲
土
木
事
務
所

☎
０
８
９
３
（
２
４
）５
１
２
１

○
道
路
課
道
路
第
二
グ
ル
ー
プ（
補

　

修
担
当
）

○
河
川
港
湾
課
河
川
港
湾
グ
ル
ー
プ

■
松
山
自
動
車
道

《
松
山
Ｉ
Ｃ
〜
大
洲
Ｉ
Ｃ
》

●
規
制
日
時　

▽
５
月
23
日（
月
）～
27
日（
金
）

▽
５
月
30
日（
月
）～
６
月
３
日（
金
）

　

午
後
８
時
～
翌
朝
６
時

●
迂
回
路　

国
道
56
号
・
県
道
23
号

【
問
い
合
わ
せ
】

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
９
（
９
０
５
）
０
１
８
１

●
日
時　

６
月
21
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
50
分

●
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル（
松
山
市
）

　

頓
し
、
可
燃
物
な
ど
を
近
く
に
置

　

か
な
い
。

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
は「
立
ち
消
え
安
全

　

装
置
」
や「
調
理
油
過
熱
防
止
装

　

置
」
な
ど
の
安
全
装
置
が
付
い
た

　

も
の
を
使
用
す
る
。

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署
本
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　

人
権
擁
護
委
員
は
私
た
ち
の
町
の

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
皆
さ
ん

の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
な
ど
、
人
権
問
題
で
お
困
り
の
人

は
、
人
権
擁
護
委
員
か
法
務
局
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》

○
法
務
局

☎
０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

○
子
ど
も
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

【
問
い
合
わ
せ
】

住
民
課　

人
権
対
策
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
２

　

／
中
学
生
以
下
無
料

●
申
込
期
限　

６
月
８
日（
水
）

●
そ
の
他　

弁
当
の
申
し
込
み
を
受

　

け
付
け
ま
す
。（
１
個
５
０
０
円
）

●
主
催　

小
田
深
山
イ
ベ
ン
ト
実
行

　

委
員
会

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　

日
常
生
活
で
使
用
す
る
ガ
ス
コ
ン

ロ
や
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
の
ガ
ス

機
器
は
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災

や
爆
発
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
す
と
一
酸

化
炭
素
中
毒
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
正
し
く
使
用
し
て
、
火
災
や

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

《
正
し
い
ガ
ス
機
器
の
使
い
方
》

◦
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
接
続
部

　

分
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ
が

　

な
い
か
、
点
検
を
行
う
。

◦
揚
げ
物
を
す
る
と
き
は
そ
の
場
を

　

離
れ
な
い
。
離
れ
る
場
合
は
、
必

　

ず
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す
こ
と
。

◦
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
周
囲
は
整
理
・
整

●
参
加
者
が
準
備
す
る
も
の

　

弁
当
、
歩
き
や
す
い
服
装（
長
ズ

　

ボ
ン
）、運
動
靴
、帽
子
、タ
オ
ル
、

　

雨
具
、
飲
み
物

※
60
㌢
程
度
の
高
さ
ま
で
伸
び
た
笹

　

原
の
中
を
歩
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

５
月
20
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
役
場
小
田
支
所

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　

小
田
深
山
は
春
の
新
緑
の
季
節
で

す
。
家
族
や
友
人
と
自
然
の
中
で
楽

し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
12
日（
日
）

　

午
前
９
時
40
分
～
（
受
け
付
け
は

　

午
前
９
時
か
ら
）

●
集
合
場
所　

廻
り
岩
キ
ャ
ン
プ
場

　
（
深
山
荘
近
く
）

●
内
容　

県
道
な
ど
約
14
㌔
の
コ
ー

　

ス
を
歩
き
ま
す
。

●
参
加
費　

高
校
生
以
上
５
０
０
円

　　

笠
取
山
の
ツ
ル
ギ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
の
真
っ
赤
な
花
と
山
頂
か
ら
の

３
６
０
度
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら

散
策
し
ま
す
。
尾
根
は
比
較
的
な
だ

ら
か
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。

●
日
時

▽
５
月
29
日（
日
）　

定
員
20
人

▽
６
月
１
日（
水
）　

定
員
20
人

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
中
止

●
集
合　
Ｊ
Ｒ
内
子
駅
、
内
子
分
庁

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
移
動

●
内
容　

笠
取
山（
標
高
１
５
６
２

　

㍍
）尾
根
の
散
策（
約
１
・
２
㌔
）。

※
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

●
参
加
費　

１
５
０
０
円

　
（
保
険
料
、
案
内
料
他
）

知

ら

せ

お「
第
21
回
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
県
民
大
会
」

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ガ
ス
機
器
の
使
用
」

春
の
せ
ん
の
森
の
日

「
小
田
深
山
ウ
ォ
ー
ク
」

６
月
１
日
は
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

し

催１
５
６
２
㍍
の
笠
取
山
で

ツ
ツ
ジ
の
尾
根
を
歩
こ
う

高
速
道
路

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　

28
年
４
月
か
ら
大
瀬
保
育
園
を
民

営
化
し
、
社
会
福
祉
法
人
内
子
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
運
営
主
体
に
な
り

ま
し
た
。

　

運
営
主
体
は
変
わ
り
ま
す
が
、
入

園
の
申
し
込
み
や
変
更
の
手
続
き
、

保
育
料
の
決
定
な
ど
は
内
子
町
が
行

い
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
保
育
園

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　

児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　

大
洲
土
木
事
務
所
で
は
、
草
刈
り

で
生
じ
る
刈
草
を
希
望
者
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
畑
や
果
樹
園
の
敷
き
草
、

た
い
肥
の
原
料
、
畜
産
用
の
飼
料
な

ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
提
供
期
間　

６
月
～
９
月
上
旬
の

　

予
定（
希
望
者
を
受
付
中
）

●
提
供
方
法　

各
所
の
仮
置
き
場
へ

　

受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項

⑴
刈
草
の
運
搬
は
、
原
則
と
し
て
希

　

望
者
に
お
願
い
し
ま
す
。

大
瀬
保
育
園
の
民
営
化

刈
草
を
提
供
し
ま
す

●日時　５月28日（土）午後１時
●場所　城の台公園
●入場料　高校生以上1,000円（前売り800円）
●チケット購入　内子町教育委員会 自治・学習課 
　（内子分庁）、各自治センター
【問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課
☎０８９３（４４）２１１４

愛媛マンダリンパイレーツ公式戦

熊本地震義援金の募集

　内子町では被災者の皆さんを支援するため
に、義援金を募集しています。温かいご支援を
よろしくお願いします。
●期間　～６月24日（金）まで
●義援金箱の設置場所　本庁、分庁舎、小田支
　所、各自治センター
［問い合わせ］　総務課　危機管理班

☎０８９３（４４）６１５０

一度は見たい内子町の絶景

気持ちのいい散策
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